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●日本の獣医系大学や動物看護系養成校

における理学療法学のカリキュラム上での

教育の取り組みについて現状を把握する。

●日本の獣医療教育や動物看護教育の現状

を踏まえて、今後、獣医療で理学療法が

どの様に貢献できるかを検討する。

目的



実施対象 獣医関係大学 動物看護師養成校

送付数 １６校 ８３校

回収率 ５校（３１％） ２３校（２８％）

実施期間 ２０１７年１０月１５日～２０１７年１０月３１日

アンケート内容 貴校での動物理学療法の教育に関する実施状況等について

回答者（職種） 獣医師、動物看護師 獣医師、動物看護師

方法・結果



結果：貴校の動物理学療法教育を導入
していますか？
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結果：動物理学療法教育の対象学生は
何年生ですか？



結果：動物理学療法教育を提供する
職種は何ですか？（複数回答可）



結果：現在の動物理学療法教育内容
（複数回答可）



結果：今後、動物理学療法教育導入時に
必要と考えられる教育内容（複数回答可）



結果：動物理学療法に関して
理学療法士による教育・関与について

（複数回答可）



結果：動物理学療法に関する教育で
学生の卒業生像について

（獣医関連学部）



動物理学療法に関する教育で
学生の卒業生像について（動物看護師養成校）



動物理学療法教育の基本的な内容を
均一にする必要性を感じますか？

感じる

（4）

80%

感じない

（0）

0%

どちらとも

いえない

（1）

20%

獣医関連大学

感じる

（14）

64%

感じない

（1）

4%

どちらとも

いえない

（7）

32%

動物看護師養成校



●今回、アンケートの回収率は高くなかった

●今後、動物の理学療法に既に興味、関心を示している、

関与している獣医師に対してアンケートを実施することで

更に、臨床的で建設的な意見が伺えると考える

●テネシー大学公認CCRP

(Certified Canine Rehabilitation Practitioner) 

日本国内 認定取得者（HPより抜粋）

獣医師：２０名

動物看護師：４名

理学療法士：３名

課題


